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21 * 0 1 1 2 0 0 3 1 0 1 1 2 1 0
43 * 0 1 7 14 4 7 4 2 4 6 1 1 1 0
10 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 11 24 2 3 1 6 14 20 4 0 2 1
12 * 0 2 3 10 4 7 5 3 2 5 1 1 0 0
14 * 0 2 7 16 7 9 4 2 4 6 2 2 1 0
17 * 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
28 * 0 0 0 1 0 0 3 0 2 2 5 4 1 0
9 0 1 5 3 3 4 7 5 1 5 6 0 1 2 1
15 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
55 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 3 0 1 0 0
89 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
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戦評
【総括】
龍谷大学と神戸大学の戦い。龍谷大はオフェンス、ディフェンス共にリバウンドが持ち味。対して、神戸大は#5幸内、#7
伊藤を主体にアウトサイドからのオフェンスが持ち味である。序盤は両者ともにオフェンスが機能し得点の取り合い。後半
はリバウンドから龍谷大が点数を重ねるが、神戸大が終始好ディフェンスを見せ主導権を握った神戸大が勝利を飾っ
た。
【第1ピリオド】
先制点は神戸大#5幸内。連続ゴールが続き点差が開く。流れが神戸大になり、体制を立て直したい龍谷大は開始3分
で早くもタイムアウト。神戸大の好ディフェンスがみられるも、龍谷大のオフェンスリバウンドにより得点を重ねていく。しか
し神戸大持ち味のアウトサイドから#7伊藤が連続ゴール。その後両者とも一歩も譲らない好ディフェンスをにより18-24神
戸大6点リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
龍谷大#6橋本のシュートから始まる。対して神戸大#7伊藤からのアシストから#43谷口 ミドルシュート、#32吉岡の3P
シュートですぐさま応戦する。龍谷大は好ディフェンスから速攻に繋げり1ゴール差まで追い上げる。神戸大がタイムアウ
トを取り#5幸内を投入。期待に応えタイムアウト後すぐさま3Pシュートを決める。龍谷大はオフェンスリバウンド、速攻により
点数を重ね#9吉田による3Pシュートでついに龍谷大がリード。神戸大も負けじと連続ゴールを重ね、どちらか点を取れば
どちらかが点を取り返す。全く予想ができないゲーム展開となる。39-38龍谷大1点リードで第2ピリオドが終了する。
【第3ピリオド】
神戸大が開始と共に気迫のディフェンスでそこから速攻に繋げゲームが始まる。龍谷大はリズムを掴みたいところだが
イージーミスが続き今一つ掴めない。神戸大#43谷口、#15堀江のリバウンドから流れをつくりたいところだが点を取ること
ができない。両者点数を重ねることができないまま早くも神戸大のチームファウルが溜まり龍谷大にフリースローが与えら
れる。着実に点数を重ねていきリズムを掴み始める。流れが悪い中神戸大#17大西が3Pシュートから流れを断ち切りたい
ところだが、ファウルからフリースローを与えてしまう。龍谷大はフリースローを着実に決め、#6橋本の3Pシュート。神戸大
がタイムアウトをとる。直後から神戸大の連続ゴールで一気に攻めかかる。両者譲らないゲームのまま58-54龍谷大4点
リードで第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
両者気迫のこもった応援の中、龍谷大#6橋本のミドルシュートが決まり一気に流れが龍谷大に。神戸大持ち味のアウト
サイドからのオフェンスが機能しない。しかし好ディフェンスにより龍谷大にミスを誘い傾きかけた流れを再び引き寄せる。
タイムアウトを取った龍谷大だが突破口が見つからない。この隙を見逃さない神戸大。機能しなかったオフェンスが機能
し、試合の主導権を握る。龍谷大もガッツあるリバウンドから得点を重ねリードを許さない。残り3分オールコートマンツー
マンディフェンスを仕掛ける神戸大。しかしチームファールからフリースローで点を取り6点差。龍谷大のミスから速攻を仕
掛ける神戸大#7伊藤に龍谷大#14田中がアンスポーツマンライクファウル。フリースローを2本とも決め、神戸大ボール。
またしてもチームファウルから神戸大#7伊藤が着実に2本沈める。残り1分30秒で同点。龍谷大がタイムアウトをとる。#7
伊藤が逆転ゴールを決め流れが神戸大に。ファウルゲームを仕掛ける龍谷大だが一歩届かず、71-80で神戸大学が勝
利した。
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